






























1  たとえば、鈴木健夫「大改革」倉持俊一他編『世界歴史体系　ロシア2』山川出版社、1994年、189-199頁。W. 
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内務大臣、国有財産大臣、大臣会議議長など政府の要職につく。しかし彼は体制内批判者であり、政府や国
家が抱える問題点の指摘や現状分析においては鋭いが、改革の実行者でなかった。
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５	 	Христофоров И.А. Великие реформы: истоки, контекст, результаты // Реформы в России с древнейших времен 
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田浩「農奴解放から大改革へ」『ロシア史研究』No.	90、2012年、92頁。
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関とは、1860年に設立される国立銀行の前身であり、1. 社会福祉院（Приказы общественного 
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建設に当てる。3. 無期限債務の利子引下げ。4. 宮内省予算削減。5. 文官組織の整理し、公衆の
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